
DX未経験の製造業が挑むスマートファクトリーへの道のり
生産工程の可視化で検査結果のフィードバック時間を短縮し
作業の効率化と製品品質の向上に寄与

東海コンクリート工業株式会社

課題

電柱製造はデジタル化が未着手
人手不足や技術継承、人件費など製造業共通の
課題が山積み

課題

対策

効果

　東海コンクリート工業株式会社は、創業以来、中部電力グループの一員とし
て累計400万本以上の電柱を供給してきた。同社の使命は「快適な生活に欠く
ことのできない電気を、高品質の電柱で支える」であり、全社一丸でものづくり
に取り組んでいる。一方で昨今の製造業を取り巻く環境は人手不足や技術継承
問題、人件費の高騰といった厳しい状況に置かれており、このような課題をデ
ジタル技術で解決するために、同社ではDX推進グループを立ち上げてさまざ
まな取り組みを進めていた。

・IoT導入でモノとデータが同時に流れる生産工程のリアルタイムな
可視化を実現
・閲覧画面を柔軟に設計可能で各種データ連携に優れた「Things 

Cloud®」を採用
・NTT ComによるDX推進のフルサポートでスムーズな IoT導入を実現

・導入ステップ1のみで検査結果のフィードバックを短縮
・中部電力グループへの展開を見据えDX化の効果とスマートファクト
リー化の推進を確信

導入サービス：IoT プラットフォーム「Things Cloud®」

・日々の生産および検査作業において膨大な手書き帳票が作成され、
データのまとめ作業に生産活動以外の稼働が発生
・検査結果の確認が遅れ不適合品の発生を繰り返す事象が発生
・紙データによる運用のため生産実績データの活用が困難
・各工程でのモノの流れ（サイクルタイム）が把握できずトラブルなど
による滞留がわからない

中部電力グループ

中部電力パワーグリッド株式会社
電子通信部 ICTソリューショングループ長
渡辺光政氏
「スマートファクトリー化による品質・生産性
向上は、中部電力グループとして非常にありが
たいです」

東海コンクリート工業株式会社
経営管理本部総務部
DX推進グループ長
津﨑文彦氏
「DX推進の前提条件は、1人も取り残さずに全
従業員がデジタルに触れる機会をつくること
です」

東海コンクリート工業株式会社
技術生産本部
三重工場第1製造グループ長
伊藤康男氏
「スマートファクトリー化により現場の稼働
を軽減し、働きやすい会社を目指したいです」
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対策

NTT ComによるDX推進の
フルサポートを得て IoTに着手
「Things Cloud®」導入でリアルタイムの
生産工程可視化を実現

一手に担う中部電力パワーグリッド株式会社の渡辺光政氏
だった。「課題を伺い、工場内にまず通信基盤となるセキュ
アかつ強固なネットワーク構築を提案し、当社サービスを
利用いただき早期に構築を進めました。スマートファクト
リー化については当社も知見が少なく、津﨑さんに数社紹
介した中で、これらの知見と経験により提案内容の評価が
高かったNTTコミュニケーションズ（以下、NTT Com）を
パートナーとして進めることとしました」
　「私たちも展示会などで情報収集したのですが、今回の取
り組みのヒントが得られない状況が続いていました。日本
の製造業は費用対効果を明確にし難いDXへの投資をちゅ
うちょする傾向があります。とはいえ、人手不足や技術継
承問題、人件費高騰といった課題は企業の存続をも脅かし
てきます。何かを変えなければ生き残れないと思っていた
ところ、NTT Comからデータ活用による解決策を提案いた
だいたことで、スマートファクトリー化の取り組みが急加
速していきました」（津﨑氏）

NTT Comの提案は IoTやクラウドサービスを活用した
データ取得・蓄積により、生産工程の可視化を実現するシ
ステムだった。数多くのお客さまに提案と導入実績を積み
重ね製造業のDXを支援してきたその経験と豊富な知見を
生かし、お客さまの今後の展望を考慮した最適解を導出し
た。軸となるサービスは「Things Cloud®」で、IoTに必要な
データ収集・可視化・分析、デバイス管理といった機能を
パッケージ化したプラットフォームサービスだ。NTT Com

のフルサポートにより、IoT導入・活用によるDX推進を実
現できる強みもある。具体的には、製品（電柱）RFIDタグで
トレースし、PLCなどの生産設備からクラウドでデータを
集約し、ロケーションフリーでリアルタイムな生産工程可
視化を実現するものだった。
　「DX化への最初の一歩でしたが、NTT Comが課題の抽出
から、DX推進のためのコンサルティングや実装まで一貫し
て相談にのってくれて助かりました。RFIDタグの読み込ま
せ方なども現場の利用状況を踏まえて検討いただいたの
で、スムーズに導入を進められました」（津﨑氏）

　新工場のスマートファクトリー化に向け、同社が相談を
持ち掛けたのが中部電力グループの ICTソリューションを

　そんな折、同社が打ち出した新工場建設はDX推進の千載
一遇のチャンスだった。「既存工場の経年化や中部電力パ
ワーグリッド株式会社が電柱を従来の単柱から分割柱へ全
面切り替えする機会を捉え、全面分割柱化に伴う供給責任
の維持に向けた生産設備強化に加え、DXへのベース構築と
して、まずは小さな一歩から踏み出すことが重要と考えま
した。実は従来の工場ではモノだけが工程を流れており、
モノに紐づくデータは別に管理されていました。そこで新
工場ではモノとデータが同時に工程を流れる仕組みをつく
り、生産工程をリアルタイムに可視化することがスマート
ファクトリー化の足がかりになると考えました」とDX推進
グループ長の津﨑文彦氏は語る。
　新工場の建設プロジェクトに関わった三重工場第1製造
グループ長の伊藤康男氏も、従来の製造工程に改善すべき
課題を見ていたという。「工場でつくる電柱の品質確保のた
めにトレーサビリティは不可欠です。旧工場では毎日、何
十枚もの帳票が作成されており、各工程の担当者が手書き
で記入していました。しかも各工程の担当者をなかなか
ローテーションできないため、機械や製品の特性などの情
報認知が分散してしまい、従業員間で共有しづらい課題も
ありました」
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図　東海コンクリート工業 システム構成イメージ

新工場では生産工程のデータがリアルタイムで可視化される
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●記載内容は2024年3月現在のものです。
●表記のサービス内容は予告なく変更することがありますので、お申し込み時にご確認ください。
●記載されている会社名や製品名は、各社の商標または登録商標です。

お問い合わせ
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https://www.ntt.com/business/services/ai-iot/iot/things-cloud.html

企業情報

社名 中部電力パワーグリッド株式会社
事業概要 2020年、中部電力株式会社から分社して誕生。環境
にやさしくスマートで、災害に強い電力系統を構築し、安価で
安定的な電力の供給を目指している。
URL  �������� ����
�������	����!��

社名 東海コンクリート工業株式会社
事業概要 1954年の創業以来、400万本以上の電柱を供給。パ
イル製品、地中化製品、建築用外壁・内壁材などの製造、施工、
メンテナンス事業も手掛けている。
URL  ������   ���	����!��

は、未来の従業員に喜ばれるプレゼントを構築していきた
いです。場合によっては全工程を自動化して、創業以来受け
継いできた電柱の製法を一新してもいいでしょう。それく
らい大きな夢を持って臨んだ方が楽しくDXに取り組める
のではないでしょうか」

検査結果の工程へのフィードバックを
1日に短縮
確かな成果からスマートファクトリー
の未来を見る

効果

スマートファクトリー化といったDX推進では、あるべき
将来の姿を見据えて、じっくりと腰を据えた取り組みが不
可欠だ。そのためDX推進チームでは、いくつかのステップ
を設定して取り組みを進めている。「当然ながらDXはビジ
ネスの一環ですので、社内的に短期間で成果を示す必要が
あります。さらに現場の従業員たちにデジタルを身近に感
じてもらう狙いもあります。まずは効果の見えやすいス
テップ1で帳票類のデジタル化に着手し、操業中の手書き
作業を減らす取り組みを進めています」（津﨑氏）
ステップ1では、さっそく目に見える成果が得られた。そ

れは電柱の品質の合否を判断する検査部門だった。「従来、
検査結果を翌日の生産にフィードバックするために、操業
後に担当者が1日分の手書きの帳票を集計してとりまとめ
ていました。いまでは検査部門の担当者がタブレットに検
査結果を入力するようになったので、集計に要する時間を
短縮できました。結果を速やかに製造に反映できるように
し、無駄な稼働を減らし、品質や生産性を高める効果が出始
めています」（伊藤氏）
ステップ1での成果を受けて、現在、ステップ2に向けた

準備が行われている。「先ほど申し上げた、生産の各工程で
モノとデータを同時に流すことで工程間での連携を図るこ
とです。これが実現できれば、ようやくスマートファクト
リー化の基盤が構築できます。ここからロボットやAIと
いった先進技術を活用したステップ3、ステップ4へと展開
していきたいです。時代の変化や新たな課題が出てきた際、
柔軟に対応できる可変的なシステム構成になっているのは
ありがたいですね」（津﨑氏）
「今後は、今回の取り組みで可視化できたデータを活用し
て、両社の業務を効率化したいと考えています。さらに中
部電力グループ各社へのスマートファクトリー化の提案・
実装なども、津﨑さん、伊藤さん、NTT Comの力をお借り
して一緒に推進していきたいですね」（渡辺氏）
津崎氏は今回のスマートファクトリー化により、東海コ

ンクリート工業の30年先、50年先を見据えている。「現状
DXの取り組みはようやく船出したというところです。今後

https://www.ntt.com/business/services/ai-iot/iot/things-cloud.html?utm_source=PDF&utm_medium=tc_tokai-concrete&utm_campaign=tc_fooks

